




⑨工業研究所において、拠点機器を活用した企業との共同研究を２件実施しています。また、工業研究

所と農業研究所による研究プロジェクト「特許製法を活用したブドウのドライフルーツ作製と省力栽

培技術の確立」が採択され、拠点機器を活用して取得したドライフルーツに関する特許を活用した研

究を進めています。 

⑩みえフードイノベーション・ネットワーク会員数は 321者（９月末時点）となり、プロジェクト活動

への支援により、新たに 10 商品の販売を開始しました。さらに、三重県６次産業化サポートセンタ

ーを通じて、プランナー等の派遣や６次産業化研修など意欲ある生産者等への支援を進めました。も

うかる農林水産業の実現のためには、意欲ある生産者と商品企画力や販売力のある事業者との連携強

化により、売れる商品を生み出す取組や、研究機関や産地との連携を促進することが必要です。 

⑪農業研究所では、種子繁殖型イチゴ品種や高糖度な中晩生カンキツ品種を育成しました。また、ＩＣ

Ｔ技術を活用したカンキツの高品質安定栽培技術や、骨粗鬆症や慢性腎不全等に対応した機能性農産

物の開発を進めました。植物工場では、トマトの夏期高温対策やイチゴの長期収穫の実証研究を行う

とともに、ＩＣＴを活用しトマト生産情報を共有できる仕組みを構築しました。今後は、企業等との

コンソーシアムの活用により、消費者ニーズに対応した商品開発等に取り組む必要があります。 

⑫畜産研究所では、ブランド力のある畜産物の生産に向け、肉用牛への飼料用米給与技術の確立や、地

域特産物の給与による地鶏の差別化技術を開発するとともに、肉用若鶏の有利販売に向けた取組に着

手しました。今後は、畜産の成長産業化に向けて、引き続き、畜産物への機能性付与、鶏肉の高鮮度

流通システムの開発などを進めていく必要があります。 

⑬水産研究所では、低利用資源の有効活用を進めるため、ゴマサバ、マグロ、アカモク、ヒロメの商品

化の取組を進め、一部では商品化されました。商品によって漁獲後の鮮度保持が今後の課題です。 

⑭伊勢まだいは、継続的に取り扱うスーパー等が増え、生産量、販売量とも増加しています。尾鷲産も

ちもちマグロは、定期的な販売に加え、９月から国際線機内食メニューに利用されています。アサク

サノリについては、今期の生産量を倍増するよう準備しており、アサリについては、伊勢市の漁港内

で養殖試験を実施中です。今後は知名度の向上や取扱店舗数の拡大が必要です。 

⑮三重ブランド認定をめざす事業者の育成に向け、支援対象となった事業者の実施計画に基づく取組に

対し、情報提供や助言などの支援を進めています。 

⑯みえセレクションについては、８月に 12 品目を選定しましたが、平成 26 年度はさらに１回選定し、

選定品数の増加を図る必要があります。また、事業者のレベルアップのためのフードコミニュケーシ

ョンプロジェクト集中研修については、受講者 12 者を決定し、事業者の商品力・営業力向上に向け

た研修を進めており、今後も研修を通じた事業者の商品力・営業力向上に向けた取組が必要です。 

⑰農業大学校では、農業者のマーケティングスキル向上に向けた研修プログラム４講座を企画し、６月

から１月にかけて開催しています。意欲ある農業者への支援を行うため、引き続き講座の周知と的確

な実施に努め、研修終了後も研修効果を高めるための継続的な支援に取り組む必要があります。 

⑱「地域活性化プラン」については、前年までの 167プランに加え、10プラン(９月末時点)が策定され

ました。このうち、11プラン(累計 104プラン)について、専門家を派遣しビジネス展開に向けた試作、

試行等の初期的な取組への支援を開始したほか、新たに創出された商品等の改良、販路拡大などの実

践取組を支援しています。策定地域をさらに拡大するとともに、商品等の高付加価値化を進めるため、

他の地域や食品産業事業者等との連携を促す必要があります。 

 

 

 





⑧「あかね材」のさらなる認知度向上と利用拡大を図るため、「あかね材」を利用する「パートナー企

業」のＰＲ活動について支援するとともに、研修会を開催するなど公共建築物への利用促進について

取り組みます。また、工務店等に対して直接訪問による働きかけにより「あかね材」の利用促進を図

るとともに、県民に対して木工教室などを通じて「あかね材」の利用意義等の普及啓発を行います。 

⑨新商品開発等について「みえ食発地域イノベーション創造拠点」を活用しながら、研究プロジェクト

のコーディネート等に継続して取り組み、共同研究等を通じて、企業の課題解決につなげます。 

⑩みえフードイノベーション・ネットワーク会員の拡大を引き続き図るとともに、プロジェクトのさら

なる創設と的確な進行管理により、県内農林水産業を牽引する新たな商品やサービスを創出します。

また、引き続き三重県６次産業化サポートセンターを設置し、経営アドバイスなどを行うとともに、

６次産業化ファンドの活用を促進し、意欲ある生産者の６次産業化を支援します。 

⑪農業研究所では、骨粗鬆症や慢性腎不全等に対応した機能性農産物の開発と栽培技術の実証、多様な

ニーズに対応した柑橘新品種の選抜に取り組むなど、実需者のニーズや生産現場の課題に的確に対応

した研究開発を進めます。また、植物工場では、トマト、イチゴの多収栽培技術の確立を引き続き進

めます。 

⑫畜産研究所では、肉用牛への飼料用米技術等の現地導入や受精卵の受胎率向上に向けた技術開発を進

めるとともに、肉用牛肥育における暑熱対策についての検討を進めます。また、豚では、地域特産物

等を飼料活用した商品化技術開発に取り組みます。さらに鶏では、朝挽き鶏肉の鮮度維持技術や、採

卵鶏等への飼料用米多給技術の開発に取り組みます。 

⑬水産研究所では、漁業者や加工業者、流通関係者等と連携して低利用水産資源の有効活用等の取組を

進めます。 

⑭伊勢まだいや尾鷲産もちもちマグロは、イベントやスーパー等でのＰＲ販売等により知名度の向上と

販売チャネルの拡充を図り、安定的な商品供給体制の構築をめざします。また、アサクサノリは、品

質の向上と厳格な認定基準の運用により、三重を代表する商品への育成に取り組みます。アサリは、

安定的生産体制の構築と販路開拓を進めます。 

⑮新たな三重ブランド育成のため、支援対象となった事業者を優先して必要な支援を行い、三重ブラン

ド認定をめざします。 

⑯みえセレクションの選定及び商談会等でのみえセレクションの発信に取り組むとともに、県内食品関

連事業者の商品力、営業力の向上等に向けた研修等の支援を継続していきます。 

⑰農業大学校が行うマーケティングスキル向上に向けた研修プログラムについては、従来の品目横断的

な講座に加え、品目を特定し、専門性を高めた講座を企画します。また、講座修了者に対する研修後

のフォローアップとして、地域農業改良普及センターや６次産業化プランナーによる継続支援に取り

組み、新商品の開発や６次産業化等にチャレンジする事例を創出していきます。また、商工会等と連

携し、地域マッチング交流会の開催や助言、各種商談会情報の提供などに取り組みます。 

⑱「地域活性化プラン」については、農業者の意欲醸成を図りつつ、策定地域の拡大と継続的な実践支

援に取り組みます。また、販路開拓等へ向けて、展示・商談会等への参加促進、６次産業化事業等の

活用誘導など、ビジネス展開に向けた意欲醸成を進めるとともに、新たに創出された商品等の高付加

価値化をめざして、プラン間の連携や食品関連事業者等異業種からの提案に対応できる産地づくりな

ど、実践取組のステップアップを積極的に支援します。 

⑲地域水産業・漁村振興計画については、「浜の活力再生プラン」と併せて新たな地区の掘り起こしと

平成 26年度までに策定した地区の計画のブラッシュアップを進め、「もうかる水産業」への転換を図

ります。これらの計画の実現に向けた取組について支援します。 





⑤ミラノ国際博覧会出展事業【雇用経済部】 

 予算額：(26) ８，６８４千円 → (27) ６３，４３５千円 

事業概要：ミラノ国際博覧会に出展することにより、三重県にある自然、食、豊かな文化等多様な魅

力について情報発信し、ヨーロッパ等からのインバウンドの拡大や、海外への販路拡大に

つなげます。併せて、ミラノ市内において、食に関する業界関係者や消費者に対して販路

拡大につながる取組（ＢｔｏＢ、ＢｔｏＣ）を行います。 

 

⑥農林水産物・食品輸出イノベーション事業【農林水産部】 

予算額：(26) ７，５９９千円 → (27) ７，７６７千円 

事業概要：台湾やアセアンをターゲットに三重県物産展を開催し、消費者ニーズを把握し継続取引を

めざすとともに、食品見本市等への出展及び海外に販路を持つバイヤーを県内へ招へいし、

ＢｔｏＢの商談機会を確保することにより、県産品の輸出拡大をめざします。 

 

⑦「もっと県産材を使おう」推進事業（一部）【農林水産部】 

予算額：(26)  ５，５６６千円 → (27) ３，３２８千円 

事業概要：「あかね材」の認知度向上と利用拡大を図るため、住宅や商業施設等に「あかね材」を利

用してＰＲする取組を支援するとともに、県内や首都圏などでの販路開拓に取り組みます。 

 

⑧食発・地域イノベーション創出支援事業費【雇用経済部】 

 予算額：(26)  ２，２２６千円 → (27)  １，７１７千円 

事業概要：「みえ“食発・地域イノベーション”創造拠点」に整備された試験・研究機器を活用し、

食品・薬事関連企業への技術支援等を実施することで、食品・薬事関連分野における新た

な商品開発などを支援します。 

 

⑨みえフードイノベーション総合推進事業【農林水産部】 

予算額：(26) ２３４，５３６千円 → (27) ２１４，９３６千円 

事業概要：農林水産資源を活用して、産官学連携による新たな商品等を革新的に生み出す「みえフー

ドイノベーション」を推進するため、意欲ある事業者のネットワーク化、商品開発プロジ

ェクトの創出、人材育成、商品力強化や販路拡大等に総合的に取り組み、売れる新商品等

の創出を支援します。また、各研究所と事業者等との連携を促進することにより、商品化

につながる技術の開発・移転や生産体制の強化等を進めます。 

 

⑩戦略的ブランド化推進事業【農林水産部】 

予算額：(26) ６，８１８千円 → (27) ５，９３１千円 

事業概要：特に優れた県産品を三重ブランドとして認定するための審査を行うとともに、ブランド化

に取り組みたい事業者に対し専門家を派遣し、その価値について再評価するとともに必要

な助言指導を行い、新たなブランド確立に向けた支援を行います。 

 

 

 

 

 



⑪フードコミュニケーションプロジェクト推進事業【農林水産部】 

予算額：(26) １３，０２０千円 → (27) １２，４０１千円 

事業概要：特徴の優れた県産品を「みえセレクション」として選定し、営業活動を通じた販路拡大を

支援します。また、大都市圏等への販路拡大をめざす事業者向けに商品力及び営業力の改

善を促すための研修会を実施します。 

 

⑫三重のリーディング産品を支える人材育成事業【農林水産部】 

 予算額：(26) １，６７１千円 → (27)  １，３１６千円 

事業概要：「もうかる農業」を実践できる農業者を育成するため、農業大学校において講座と演習を

組み合わせた講座制の研修を実施し、農業者のマーケティングスキルの向上を図りま

す。 

 

⑬地域活性化プラン推進事業【農林水産部】 

予算額：(26) １０，９０７千円 → (27) ８，３０１千円 

事業概要：地域の農業者をはじめ様々な関係者の創意工夫のもと、農地、景観、文化、人材など地域

資源を有効活用する取組のスタートアップを促し、その実践を支援することで、地域の取

組の発展や農産物の高付加価値化等につながる取組を進める集落や産地等の育成を行い

ます。 

 

⑭水産業・漁村振興計画推進事業【農林水産部】 

 予算額：(26) ２，１２９千円 → (27) １，６０１千円 

事業概要：「地域水産業・漁村振興計画」については、「浜の活力再生プラン」と併せて新たな地区の

掘り起こしと平成 26年度までに策定した地区の計画のブラッシュアップを進めるととも

に、計画の実現に向けた取組を支援します。 

 

⑮すごいやんか三重のいなかビジネス展開事業【農林水産部】 

予算額：(26) ５，９０５千円 → (27)  ３，７１５千円 

事業概要：都市との交流等を通じて所得の向上を図る「いなかビジネス」の取組の拡大に向け、コー

ディネーター養成講座等による人材育成や、継続的な情報発信に取り組むほか、選択専門

研修を開催し、取組団体の商品開発や情報発信などのスキル向上を支援します。 

 


